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食中毒，遺伝子組換え食品，食品の放射線滅菌など食品の安全性にかかわる関心が高まるなか，本号の特集に

「食品衛生管理とHACCP」を組みました．

食品の国際流通において，食品の安全性を保証する各国共通の衛生管理手段としてHACCPシステムが推奨さ

れています．

日本においては1995年にHACCPシステムを導入した総合衛生管理製造過程の承認制度が発足しました．この

制度は国内にHACCPシステムを普及させた功績は大きいが任意制であるため，この制度の承認にかかわりなく

食品製造ができます．今後，多くの食品製造にHACCPシステムを適用するためにはいくつもの通りぬけなけれ

ばならないハードルがあります．

特集の中核をなす元HACCP専門官であった藤原，温泉川両氏には難しい立場の中でご執筆頂きました．

ここ１年，原著，ノートなどを掲載することができず，編集委員の一人として反省致します．より多くのご投

稿をお願い致します．
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